
70 リ  ア  ホ  ナ

ルアイポウ・W，10 才
さい

 
（オーストラリア，ビクトリア州

しゅう

）

ある金
きん

曜
よう

日
び

のこと，わたしが書
か

い
た詩

し

を，集
しゅう

会
かい

のときに全
ぜん

校
こう

生
せい

徒
と

や先
せん

生
せい

，そして保
ほ

護
ご

者
しゃ

の前
まえ

で読
よ

むよう
に先

せん

生
せい

から言
い

われました。わたしはとてもこうふんし，「は
い！」と答

こた

えました。でも，とてもきんちょうもしていました。
ステージの上

うえ

で，自
じ

分
ぶん

の出
で

番
ばん

を待
ま

っているとき，心
しん

臓
ぞう

がど
きどきし始

はじ

めました。自
じ

分
ぶん

が書
か

いた詩
し

をたくさんの人
ひと

に読
よ

んで聞
き

かせると思
おも

うと，とてもきんちょうしました。
すると心

こころ

にある考
かんが

えがうかびました。毎
まい

朝
あさ

，登
とう

校
こう

する前
まえ

に，家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

にモルモン書
しょ

を読
よ

んでいることを思
おも

い出
だ

し
ました。家

か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に聖
せい

文
ぶん

を読
よ

むことを考
かんが

えたとき，天
てん

の
お父

とう

様
さま

のことが思
おも

いうかびました。天
てん

のお父
とう

様
さま

がどれほど
自
じ

分
ぶん

を愛
あい

してくださっているかを考
かんが

えました。そうすると，
心
こころ

がなぐさめられて，ひとりぼっちではないと感
かん

じました。
どきどきしなくなり，けいけんな気

き

持
も

ちになりました。

『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』の12ページに，このような歌
か

詞
し

があります。

静
しず

かに深
ふか

く主
しゅ

思
おも

う
それがけいけん
主
しゅ

を愛
あい

し主
しゅ

に感
かん

謝
しゃ

しよう
けいけんとは愛

あい

行
おこな

い言
こと

葉
ば

けいけんに
イエスさまの教

おし

え
けいけんなとき感

かん

じる
神
かみ

さまとイエスさま

集
しゅう

会
かい

のことできんちょうしていたとき，天
てん

のお父
とう

様
さま

の愛
あい

を
感
かん

じたことに感
かん

謝
しゃ

します。天
てん

のお父
とう

様
さま

がわたしをとても愛
あい

しておられることを知
し

っているので感
かん

謝
しゃ

します。
むずかしいじょうきょうでも，けいけんになり，神

かみ

様
さま

のこと
を考
かんが

えることを選
えら

べます。■

けいけんは愛
あ い
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ト
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「主
しゅ

イエスの愛
あい

　分
わ

かち合
あ

うため　人
ひと

に仕
つか

え　喜
よろこ

び得
え

る」
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』　42－ 43，ただし，この歌
か

詞
し

は日
に

本
ほん

語
ご

には
ない英

えい

文
ぶん

の 4 番
ばん

の歌
か

詞
し

をやくしたものです。）

わたしの家
か

族
ぞく

はブラジルのサンパウロに住
す

んでいました。
通
とお

りの向
む

かい側
がわ

には，マングローブの森
もり

がありました。
マングローブの森

もり

では，木
き

々
ぎ

の間
あいだ

を川
かわ

が流
なが

れています。土
と

地
ち

はとてもぬかるんでいます。
たくさんの人

ひと

々
びと

がそのぬかるんだ土
と

地
ち

に家
いえ

を建
た

てました。
どろの中

なか

に大
おお

きな丸
まる

太
た

を置
お

きます。それから，その上
うえ

に家
いえ

を建
た

てるのです。でも，雨
あめ

がふると川
かわ

があふれて，家
いえ

の中
なか

に
も水

みず

が入
はい

って来
き

ました。そうすると，人
ひと

々
びと

は夜
よる

，ねむる場
ば

所
しょ

がどこにもありません。
そんなとき，わたしのお父

とう

さんは，全
ぜん

員
いん

を家
いえ

に入
い

れてあげ
ます。 15 人

にん

来
き

たこともありました！ お父
とう

さんはみんなを居
い

間
ま

に連
つ

れて来
き

て，毛
もう

布
ふ

をわたしました。お母
かあ

さんは食
た

べる
物
もの

を作
つく

りました。そして，その人
ひと

々
びと

は次
つぎ

の日
ひ

までわたした
ちの家

いえ

でねむりました。

このようなことが，少
すく

なくとも3，4 回
かい

ありました。わたし
はこんなふうに考

かんが

えたのを覚
おぼ

えています。「全
ぜん

然
ぜん

知
し

らない
人
ひと

を自
じ

分
ぶん

の家
いえ

に入
い

れてあげる人
ひと

なんてあまりいないよ。」わ
たしのお父

とう

さんは，ほとんど知
し

らない人
ひと

を家
いえ

に入
い

れてとまら
せてあげたのです！ でも，すぐにこう思

おも

いました。「でも，
ほかに行

い

く場
ば

所
しょ

がないんだ。」
わたしの両

りょう

親
しん

は，いつも人
ひと

を助
たす

けるために何
なに

かをしてい
ました。でも，二

ふた

人
り

のする奉
ほう

仕
し

は，助
たす

けたり，あたえたりす
るだけではありませんでした。あまりよく知

し

らない人
ひと

にも，
隣
りん

人
じん

として愛
あい

をしめしていたのです。
わたしたちは助

たす

けを必
ひつ

要
よう

としている人
ひと

々
びと

に手
て

を差
さ

しのべ
なければなりません。自

じ

分
ぶん

にできるあらゆることを行
おこな

って
助
たす

ける必
ひつ

要
よう

があります。人
ひと

々
びと

を助
たす

けるために，自
じ

分
ぶん

にでき
ることをひかえてはいけません。休

やす

む場
ば

所
しょ

や必
ひつ

要
よう

な物
ぶっ

資
し

を
あたえることができます。時

じ

間
かん

を分
わ

かち合
あ

うことができます。
天
てん

のお父
とう

様
さま

やイエス・キリストについての知
ち

識
しき

を分
わ

かち合
あ

う
ことができます。クリスマスの季

き

節
せつ

は特
とく

にそうです。■

どろから救
す く

われる
七
しち

十
じゅう

人
にん
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